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富山県内では，タンポコオロギの採集記録はあるも
のの標本が存在せず，根来・瀬川（1988）の報告では，
一応，富山県の直通類のリストから外しておいた。こ
のほど，富山県西部の河川敷から本種が得られたので
報告する。確実な記録としては富山県初である。
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同地は，小矢部川の河口から約6.3km上流の河川敷
で，近くに小さな池が有りその周辺はヨシやガマに被
われている。池から離れるにしたがって，イネ科植物。
カナムグラ・クズ・ヨモギ等の生える草原となり，そ
の部分は毎年春に草刈が行われる。ライトトラップを
設置したのは，この草刈を終えた後の草原である。
同地では，直通類では他に荒木により以下19種が採
集されている。
コオロギ科：シバスズ，ハラオカメコオロギ，クマコ
オロギ，ヤチスズ，エンマコオロギ，ツヅレサセコ
オロギ。
クサヒバリ科：キアシクサヒバリ。
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マツムシ科：アオマツムシ。
キリギリス科：ツユムシ，コバネササキリ，クサキリ，
ハヤシノウマオイ。
オンブバッタ科：オンブバッタ。
バッタ科：ショウリョウバッタ，トノサマバッタ，ク
ルマバッタモドキ，コバネイナゴ。
ヒシバッタ科：ハネナガヒシバッタ，ハラヒシバッタ。
これにタンポコオロギをあわせて，20種の直通類が
記録されることになる。
これらのうち，タンボコオロギは勿論，キアシクサ
ヒバリ，クマコオロギは富山県内では採集地が少ない
種であるが，これまで，河川敷や低湿地における直通
類の調査はまったく不充分であったことから見逃され
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ていた可能性がある。
また，アオマツムシは，県内では従来富山市・小杉
町から知られていたが，徐々に分布を広げており，大
門町庄川河川敷（根来；1997年9月），高岡市街（根
来；1997年9月），黒部市生地（津田；私信）からも
鳴き声が確認されている。富山県の平野部一円に広が
るのも，そう遅いことではないものと思われる。
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今後，いっそう県内各河川河川敷の直通類調査を進
める必要があるものと思われ，また，アオマツムシの
分布拡大にも注意する必要があると思われる。
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